
２月１３日に施政方針と教育行政方針が示され、２１日から本会議・

代表質問が始まります。２月議会の提案議案は４２件（条例１７件、予

算１０件、契約１件、一般２件、諮問４件、承認１件、報告７件）となっ
ています。

＜予算総額は前年度比１２７億円増＞

一般会計の予算総額は、前年度比118億円増で1,886億円。特別会

計（国保、介護、後期高齢者医療）は、前年度比10億1,300万円増で
808億800万円。公営企業会計（下水道事業）は、前年度比マイナス

6,500万円で228億5,400万円。予算総額は、前年度比127億4,800

万円増で2,922億6,200万円です。

＜新規・継続事業＞
◉結婚から子育て支援の充実

・結婚準備・新婚生活住まい応援事業（少子化対策・定住促進）
新規賃貸契約時に５万円、契約から１年間毎月２万円補助

・中高生の居場所づくり事業

八幡親子つどいの広場（旧中央公民館）終了後のスペースを解放

平日16時半～20時半 日曜日10時～18時まで
◉防犯の強化と地域振興

・犯罪被害者等支援事業

相談、情報の提供、市民への啓発活動、民間支援団体への支援

見舞金の支給（遺族見舞金30万円など）
・防犯用品等導入促進事業（対象経費の30％還元）

◉産業・観光の活性化

・中山参道活性化事業（2,000万円）
中山参道の魅力向上のため、広報・PRイベントの開催、空き店

舗の活用、活性化プランの策定など

・動植物園整備事業（１億６２４万円）

サルの共有放飼場設置修繕、照明器具改修、看板修繕など

◉教育・学習環境の充実
・平和学習青少年派遣事業（各学校１名の中学生を広島に派遣）

・（仮称）世界に核兵器廃絶を発信する会合

「核兵器廃絶平和都市」宣言を行っている自治体の首長ととも
に、意見交換を行い、世界に発信する。

＜見直しを求める事業＞
▶多目的屋外運動場整備事業（１億8,000万円）
行徳・塩焼小学校屋外運動場を全面人工芝に整備をする事業。こ

れまで、地域のお祭りなどにも運動場を使っており、今後、使えな

くなるのでは、という心配の声もあります。地域の学校、自治会、

関係団体が協議することを要望します。
▶ゴールドシニア事業・チケット75（4,919万円）

昨年度と同様に、75歳以上の方にバス・タクシーチケットを支

給。市民から、すべて100円券にして、どちらでも使えるようにし
てほしいという声もあり、見直しを求めていきます。

２月議会はじまる

徳武純平市議会議員の会派離脱および離党について

2025年２月４日 日本共産党市川浦安地区委員会

徳武純平市議会議員は３日、会派離脱届けを提出し、日本共産党市議会議員

団から離脱しました。徳武市議は、昨年末、日本共産党に対して会派離脱と離

党の意思を表明していました。

党市川浦安地区委員会は、党として徳武市議と話し合いを重ねて慰留に努め

てきましたが、残念ながら同議員が離党を思いとどまるには至りませんでした。

日本共産党議員として市議会に送っていただきながら、任期途中での離党、会

派離脱という事態となってしまったことについて、市民の皆さんに心よりお詫

び申し上げます。

今後とも党市議団を先頭に、掲げた公約実現に向けて全力をあげる決意です。



代表質問、一般質問の内容と日時

代表質問 廣田徳子市議 ２月26日（水）午後

〇南部地区消防防災施設整備事業について

〇国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を本市はど
のように活用するのか

〇教育行政について

（１）多目的野外運動場整備事業について
（２）部活動地域移行推進事業について

〇保健行政について

（１）国民健康保険被保険者証発行の取り扱いについて

（２）国民健康保険税の課税限度額の引き上げと市民への影響に
ついて

（３）障がいのある方で、コロナワクチン接種希望者への補助金

を市はどう考えるのか
〇福祉行政について

（１）高齢者の住宅確保における本市の取り組みについて

（２）本市の精神障がいがある方の居場所の現状と今後について

（３）認知症の方を支える家族への支援について
（４）放課後等デイサービスの状況と報酬の仕組みについて

ア、市内の事業者数、サービス利用者数と今後の推移について

イ、専門的支援と家庭的支援に関する

加算について
○保育行政について

（１）こども誰でも通園制度（乳児等

通園支援事業）における現状と今後
について

（２）民間保育園の現状と今後を市

はどのように考えるのか

やなぎ美智子市議 ３月10日（月）15時30分
○介護保険事業について
・特別養護老人ホーム、訪問介護、通所介護の利用状況について

・介護サービス向上のための取り組み、事業者支援について

〇JR下総中山駅南口のバリアフリー化について
・本市、船橋市、JR東日本の三者協議について

・船橋市との連携 ・南北通路の整備に関する予算計上する考え

〇地域公共交通について

・柏井線の現状 ・北部地域におけるタクシーの利用について
・バス・タクシーの乗務員不足への対応について

＜議会の日程＞
２月21日～27日 代表質問
２月27日～３月３日
各常任委員会で予算審議

３月６日 委員長報告
３月７日～13日 一般質問

清水みな子市議 ３月11日（火）13時
○不登校児童生徒の対策について

・令和６年度、令和７年度の校内教育支援センターの運用状況

・不登校児童生徒の卒業後について ・不登校ビジネスについて
〇平和行政について

・５年に１度の派遣を見直す考えはないのか

〇ごみ集積所について

・ごみ集積所は１箇所に何世帯を想定しているのか
・住宅の増加で、ごみがあふれる事態をどのように解消するのか

・利用するごみ集積所を変更する際に手続きは必要か
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